
Ⅰ 緒  言 

静岡県伊豆地域のヒュウガナツは，1920 年に導入され，

栽培が始まったといわれている5)．その後，1955年頃より産

地化が進み，1963年には栽培面積が35haに達し，1985年に

は栽培面積 100ha を越すに至った．2021 年現在，主な生産

地は賀茂郡東伊豆町および河津町であるが，生産者の減少

および高齢化により栽培面積は 45ha まで減少している 9)．

しかし，伊豆地域のヒュウガナツは「ニューサマーオレン

ジ」の商品名で広く知られており，市場出荷だけでなく，

さわやかな風味と芳香を有することから生果や加工品が土

産物として，当該地域を訪れた観光客に販売され高い評価

を得ている．定植から 50 年以上経過した老齢樹でも生産が

続けられているが，生産者の高齢化および果樹園地の多く

が傾斜地で機械化が困難なこともあり，剪定および改植作

業が重労働で，管理が行き届かない樹も多い．これらの老

齢樹は樹高が5mを超え，作業が困難になるとともに生産性

が低く，樹冠内部の果実は日照不足による品質低下を招い

ている． 

これまでにカンキツにおいては，わい性台木の利用4)，根

域制限栽培 3)10)等の低樹高化栽培技術が開発されている．し

かしながら，これらの技術導入には改植の必要があり，初

期投資や作業労力を多く必要とすることから高齢化が進行

している当該産地では導入が進んでいない． 

一方，ヒュウガナツ生誕の地である宮崎県 8)では，作業性

改善のための低樹高化技術として，樹の主幹部を地表から

1m 以下に切断，切断面付近から発生する新梢を仕立てる

「更新せん定法」が開発されている 6) 7)．伊豆地域において

は，当該技術を「カットバック処理」と呼称し，改植する

ことなく低樹高化が可能な栽培方法として一部の生産者に

導入されているが，省力化の程度は明らかにされていない．

改植することなく低樹高化が可能な栽培方法として当該技

術を確立することにより，ヒュウガナツ樹の生産性の向上

および省力化に寄与できると考えられる． 

本研究では，伊豆地域でのヒュウガナツ生産における作

業性の改善を目的として，カットバック処理後の樹体生育，

収量，収穫作業時間および果実品質を調査した．その結果，

カットバック処理は伊豆地域のヒュウガナツ生産に有効な

手法であることが明らかとなったので報告する． 

 

Ⅱ 材 料 及 び 方 法 

 

 試験には，現地生産者露地ほ場(賀茂郡東伊豆町)内で栽培

され，ウイルス感染が疑われるステムピッティングの発生

がみられない40年生以上のヒュウガナツ11樹を供試した．
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カットバック処理の適期を検討するため，2020年3月23日

および 5月 26日に各 4樹に処理を行い，それぞれ 3月処理

区，5月処理区とした．また，比較対照として，2022年4月

時点で同一園地内に残存するカットバック処理していない

ヒュウガナツ3樹を供試し，無処理区とした．カットバック

処理にはチェーンソー(型番：G3201EZ，ハスクバーナ・ゼ

ノア株式会社)を用い，主幹部を残し地上0.5m程度の高さを

目安に地上部を全切除し，切断面にチオファネートメチル

剤(商品名：トップジンＭペースト 日本曹達株式会社)を塗

布した．処理後に発生した新梢から 3～4 本を選び，支柱を

立てて主枝候補として誘引した．処理 1年後の 2021年 3月

の剪定は実施しなかった．処理2年後の2022年3月以降は，

すべての果実が脚立を使用せずに地上から収穫可能となる

ように樹高2.0～2.2m程度を目安に剪定を実施した． 

3月処理区および5月処理区の樹高と樹幅は，カットバッ

ク処理前(2020年3月23日)，処理直後(3月処理区は2020年

3月23日，5月処理区は2020年5月26日)，処理1年後(2021

年3月1日)，2年後(2022年3月1日)，3年後(2023年3月1

日)に調査し，樹冠占有面積と樹容積を「カンキツの調査方

法」2)に基づき算出した．カットバック処理した供試樹が

2022 年 4 月に初収穫を迎えたため，無処理区を含めて収量

を2022年4月28日および2023年4月17日に調査した．収

穫は2名の作業員により行った．脚立を用いずに地上から収

穫可能であった果実と，脚立または樹上に登って収穫する

必要があった果実に分けて収穫し，作業時間を計測した．

なお，収穫作業時間は，2 名の作業員が果実 10kg を収穫す

る際に要した時間に換算した．収穫後の果実から無作為に 5

果を選び，果実重，比重，果皮歩合，糖度，クエン酸含量

を調査した．なお，収穫作業時間および果実品質は，3 月処

理区と5月処理区の各調査項目における平均値を算出してカ

ットバック区とし，無処理区と比較した． 

   

Ⅲ 結 果 及 び 考 察 

 

 カットバック処理直後から処理2年後までの樹姿を示した

(図1)．3月処理区，5月処理区ともにカットバック処理前は

樹高5m程度の大木であった(図2)． 

3 月処理区ではカットバック処理からおよそ 1 か月後の

2020年4月下旬から5月上旬に，5月処理区においても同様

に6月上旬にすべての処理樹で発芽が認められ，発芽がみら

れずに枯死した個体はなかった．処理 1年後の 2021年の調

査では，3月処理区で樹高1.9m，5月処理区で1.6m，処理2

年後には 3 月処理区で 2.4m，5 月処理区で 2.1m となり，3

月処理区の樹高が5月処理区に比べて高かった．処理3年後

には，両処理区ともに樹高 2.6m まで再生し，処理区間に差

は認められなかった．両処理区ともに樹高の増加に伴って

樹幅が増加し，樹冠が拡大した．樹幅，樹冠占有面積，樹

容積は，すべての調査期間において処理区間に差はみられ

なかった． 

3 月処理区，5月処理区ともにカットバック処理 1年後の

2021年5月には着花が認められ，処理2年後の2022年4月

には収穫果が得られた(表1)．処理2年後の収量は，3月処理

区で2.9kg/樹，5月処理区で2.3kg/樹であり，処理3年後は3

月処理区で 8.3kg/樹，5 月処理区で 5.1kg/樹で，ともに処理

区間における差は認められなかった． 

以上から，3月処理と5月処理を比較すると，処理後2年

間は3月処理でやや樹高が高いものの，3年後の生育には差

がみられず，同様に収量にも差はなかった．このことから，

カットバック処理を実施する時期は3月，5月のいずれにお

いてもその後の生育や収量に影響はないと考えられた．伊

豆地域におけるヒュウガナツの収穫期は，貯蔵果実の場合

は 3月，木成り果実の場合は 4～5月である．カットバック

処理前に着果していた果実を収穫し，その後に処理を行う

ことで，カットバックによる一時的な収量減少の影響を最

小限に抑えられると考えられた． 

伊豆地域のカンキツ産地では1年生の苗木を本ぽに定植し

て育成する方法が一般的であり，少なくとも2年間は結実さ

せず樹冠拡大を図ることから，結実開始は3年目以降となる．

本研究においてカットバック処理樹は，処理 2 年目には開

花・結実し，収穫果が得られた．このことから，カットバ

ックによる園地の再生では，1 年生苗木の定植に比べて未収

益期間を短縮できることが示唆された． 

カットバック処理 3年後である 2023年における収量は，

3月処理区は8.3kg/樹，5月処理区は5.1kg/樹であった．産地

におけるヒュウガナツの 10a 当たりの目標収量は 2.7t であ

り，植栽本数を 80本/10aと仮定すると 33.8kg/樹が必要であ

る．処理3年後におけるカットバック処理樹の収量はこれに

満たなかった．カットバック処理樹では作業性の悪化を防

ぐため，樹高を抑制する剪定を行う必要があるものの，樹

幅の拡大により樹容積は増大すると考えられ，樹齢の経過

とともに収量の増加が予想される．収量の推移については

今後継続して調査し，産地の目標収量到達までに要する期

間を確認する必要があると考えられた．なお，宮崎県にお

ける試験事例 6)では，人工受粉を行うことで処理２年後に

12.7kg/樹の収量が得られている．本研究では，伊豆地域の

慣行栽培に準じて人工受粉は行わなかったため，試験園地

に混植されている‘川野なつだいだい’の花粉による自然

受粉で結実したと考えられる．人工受粉を実施することで

着果率が高まり，収量が更に増加し，産地の目標収量への

到達が早まる可能性があると考えられた． 
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処理直後 

(2020年3⽉23⽇) 
処理2か⽉後 
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処理1年後 

(2021年4⽉3⽇) 

  

 

処理2年後 

(2022年3⽉3⽇) 
(参考)無処理樹 

(2021年3⽉23⽇) 
 

図1 カットバック処理2年後までの樹体1)外観の推移 

1)画像の樹は同⼀ではない 

  

  

図2 カットバック処理がヒュウガナツの樹体生育に及ぼす影響 

処理前は2020年3⽉26⽇，直後は3⽉処理区が2020年3⽉26⽇，5⽉処理区が2020年5⽉26⽇，1年後は2021年3⽉1⽇，2年後は2022年 
3⽉1⽇，2023年3⽉1⽇に調査した 
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収穫作業に要する時間は，地上から収穫可能な果実と，

脚立または樹上で収穫する必要がある果実に分けて計測し

た．収穫果実の重量比から計算すると，カットバック処理

を実施していない無処理区では，8 割以上の果実で脚立また

は樹上での作業が必要であったのに対し，カットバック区

ではすべての果実を地上から収穫可能であった(表 2)．脚立

または樹上での作業は落下の危険が伴い，果実を収穫かご

に入れ，肩から下げた状態で移動しつつ収穫することから

作業強度も高い．すべての作業が地上から可能となるカッ

トバック処理は，作業強度が改善され，安全性も高まると

考えられた．また，収穫作業時間について，樹全体の2か年

平均値で比較すると，無処理区では果実 10kg の収穫に 10.7

分を要したのに対しカットバック区では 4.1分に短縮され，

62％削減された．足場が安定せず作業に時間を要する脚立

または樹上での収穫が不要であることが，カットバック区

における作業時間の削減に繋がった． 

カットバック区では，処理2年後の果実において，無処理

区に比べて果実重が小さく，処理3年後の果実で果皮歩合が

大きく，また2か年ともに糖度が低かった(表3)．一方，2か

年平均の果実重は，カットバック区と無処理区で差はみら

れなかった．このことから，処理2年後の果実重に有意差が

検出されたのは，無処理区が裏年で果実重が大きかったこ

とが影響したと考えられた． 

カットバック区において果皮が厚く，糖度が低い点は既

報と一致した 7)．カンキツ類において強勢な枝に着果した果

実では果皮歩合が大きく大果となり，糖度が上昇しにくい

ことが知られている 1)．カットバックでは地上部をすべて切

除することから，切り口から発生した新梢は長く，強勢な

枝となる．これが無処理区に比べて，果皮歩合が大きく，

糖度が低かった要因であると推察された．上述のカットバ

ック区の糖度は一般的に市販されるヒュウガナツの糖度と

比較して明らかに低い値とはいえず，供試果実の食味は良

好であった．また達観では果実の外観に問題はなかったこ

とから，カットバック処理3年後までの収穫果実の品質に

は無処理区の果実とやや差がみられるものの，カットバッ

クしていない一般的な樹から収穫された果実と同様に販売

可能な範囲内であると考えられた． 

以上の結果から，カットバック処理は伊豆地域のヒュウ

ガナツ樹において，低樹高化による作業性改善に有効な技

術と判断され，処理は3月および5月のいずれにおいても

可能と考えられた．また，処理2年後から結実し，販売可

能な果実が収穫されることから，1年生の苗木を定植した場

合に比べて未収益期間を短縮できると考えられた 

一方，カットバック処理は大木の地上部のほとんどを切

除するため，大量の伐採枝が発生する．これらの伐採枝の

解体，運搬および処理についての労力評価および方法につ

いては今後検討が必要である．また，地上部が再生される

一方で根は古い状態のまま残されることとなる．老齢の樹

に対して負荷がかかるカットバック処理を行うことから，

処理から期間が経過した後に根の傷みにより生産性が低下

する可能性がある．これについては継続して生育や収量の

調査を行っていく必要があると考えられた． 

伊豆地域の樹園地はほとんどが肥沃な黒ボク土壌 11)であ

り，栽培されているカンキツ樹は根域が大きく，大木にな

る傾向がある．カットバック処理による早期の樹の再生

は，伊豆地域の土壌による根の旺盛な生育が関係している

可能性があり，他産地および異なる土壌での適用には，適

応性を再度検証する必要がある． 

  

表1 カットバック処理がヒュウガナツの収量に及ぼす影響

3月処理 2.9 0 b
2) 2.9 b

5月処理 2.3 0 b 2.3 b

無処理 5.5 a 30.0 a

有意性
3)

3月処理 8.3 b 0 b 8.3 b

5月処理 5.1 b 0 b 5.1 b

無処理 18.6 a a 126.6 a

有意性
1) カットバック処理2年後の2022年4月28日に調査
2) Tukeyの多重比較検定により異なる符号間には5％水準で有意差あり

4)
 カットバック処理3年後の2023年4月17日に調査

24.5

調査時期 処理区

処理2年後
1)

処理3年後
4)

収穫位置ごとの収量（kg／樹）

地上 樹上・脚立 合計

n.s. * *

107.9

* ** **

3)
 分散分析により**は1％水準で，*は5％水準で有意差あり，n.s.は有意差なし
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なお，伊豆地域ではヒュウガナツ以外の品種でも老齢と

なったカンキツ樹が大木化している事例がみられる．今後

は，他のカンキツ品種を対象としたカットバック処理技術

を確立することで，更に適用範囲が拡大され，高齢化によ

り管理が難しくなった園地の作業性改善技術として，当該

技術が伊豆地域のカンキツ産地に普及する可能性があると

考えられる． 

 

 

 

Ⅳ 摘 要 

 

 伊豆地域の特産カンキツであるヒュウガナツにおいて

主幹部を 0.5m 程度残して地上部を全切除し，その後に発生

する新梢を仕立てるカットバック処理技術の有効性を検討

した．カットバック処理後1か月程度で新梢が発生し，処理

1年後には3月処理区で樹高1.9m，5月処理区で1.6m，処理

2年後には 3月処理区で 2.4m，5月処理区で 2.1mとなり，

処理 3年後には，両処理区ともに樹高 2.6mまで再生した．

また，1 年後には開花し，2 年後には果実を収穫可能であっ

 

 

表2 カットバック処理がヒュウガナツの収穫作業時間に及ぼす影響

地上 樹上・脚立

カットバック 4.1 0 4.1

無処理 5.4 14.2 12.4

有意性
3) n.s. **

カットバック 4.0 0 4.0

無処理 4.3 10.0 9.0

有意性
3) n.s. *

カットバック 4.1 0 4.1

無処理 4.8 12.1 10.7

有意性
5) n.s. **

1) 2名の作業員が果実10kgを収穫する際に要した時間に換算
2) カットバック処理2年後の2022年4月28日に調査

4) カットバック処理3年後の2023年4月17日に調査

5) 調査時期を変量効果とする分散分析により，**は1％水準で有意差あり，n.s.は有意差なし

3) t検定により**は1％水準で，*は5％水準で有意差あり，n.s.は有意差なし

調査時期 処理区

処理2年後
2)

処理3年後
4)

2か年平均

収穫位置ごとの作業時間
1)
（分／10kg／2名）

樹全体

*

**

**

表3 カットバック処理がヒュウガナツの果実品質に及ぼす影響

カットバック 141 0.75 36.9 11.1 1.53

無処理 165 0.80 30.9 12.0 1.66

有意性
3) * n.s. n.s. ** n.s.

カットバック 166 0.89 34.1 10.7 1.81

無処理 149 0.88 29.2 11.4 1.81

有意性
3) n.s. n.s. * ** n.s.

カットバック 154 0.82 35.5 10.9 1.67

無処理 157 0.84 30.0 11.7 1.73

有意性
5) n.s. n.s. * ** n.s.

1) arcsin変換後に検定
2)
 カットバック処理2年後の2022年4月29日に調査

3) t検定により**は1％水準で，*は5％水準で有意差あり，n.s.は有意差なし
4)
 カットバック処理3年後の2023年4月18日に調査

5)
 調査時期を変量効果とする分散分析により，**は1％水準で，*は5％水準で有意差あり，n.s.は有意差なし

糖度
（°Brix）

クエン酸
含量（％）

処理2年後
2)

処理3年後
4)

2か年平均

調査時期 処理区
果実重

（g／果）
比重 果皮歩合

1)

（％）
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た．カットバック処理区の果実は，無処理区と比較して果

皮歩合が大きく，糖度が低かったものの，食味良好で販売

可能であると考えられた．カットバック処理による低樹高

化を図ることですべての果実が地上から収穫可能となり，

作業の安全性が確保されるとともに，収穫作業時間が 58％

減少することから，伊豆地域の大木化したヒュウガナツを

再生して活用できる栽培技術としてカットバック処理は有

効と判断された． 
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